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(57)【要約】
寒剤ボトルを含む凍結手術装置のための容器である。容
器は、寒剤ボトルを保持することに対して十分大きい内
部空間を含む容器本体と、容器本体に機械的に連結され
る弁作動組立体であって、寒剤ボトル上の弁を作動させ
るように構成される、弁作動組立体と、寒剤ボトル上の
弁が弁作動組立体を使用して作動させられる際に、貯蔵
部が寒剤ボトルから寒剤を受領するように弁作動組立体
に対して配置される貯蔵部とを含む。本発明の一例示的
実施形態は、寒剤ボトルおよび塗布器先端等の凍結手術
装置の部品の全部ならびに操作説明書を格納するための
区画を有する基部を含む、凍結手術装置容器である。さ
らに、寒剤ボトル弁作動器および貯蔵部は、基部に一体
化される。また、容器は、塗布器先端ための透明ドアと
、基部に嵌合する透明カバーとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寒剤ボトルを含む凍結手術装置のための容器であって、
　該寒剤ボトルを保持するように構成される内部空間を含む容器本体と、該容器本体に機
械的に連結される弁作動組立体であって、該寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成さ
れる、弁作動組立体と、該弁作動組立体に対して配置される貯蔵部であって、それにより
、該寒剤ボトル上の該弁が該弁作動組立体を使用して作動させられる際に、該貯蔵部は該
寒剤ボトルから冷媒を受領する、貯蔵部とを備える、容器。
【請求項２】
　前記貯蔵部は、前記弁作動組立体の下に位置する、請求項１に記載の容器。
【請求項３】
　基部であって、前記弁作動組立体および前記貯蔵部は、該基部の一体的な部品である、
基部と、該基部とともに閉鎖体積を形成するように構成されるカバーとをさらに備え、該
閉鎖体積は、前記寒剤ボトルを収容することに対して十分大きい寸法を有する、請求項１
に記載の容器。
【請求項４】
　前記基部の幅および深さは、前記寒剤ボトルの直径および前記弁作動組立体の直径より
も実質的に大きい、請求項３に記載の容器。
【請求項５】
　前記基部は、前記寒剤ボトルがその中に載置され得る第１の窪み部を含む、請求項３に
記載の容器。
【請求項６】
　前記第１の窪み部は、略裁頭円錐状である、請求項５に記載の容器。
【請求項７】
　前記第１の窪み部は、略円形の底部を有し、かつ、前記寒剤ボトルが該第１の窪み部に
載置されると、該寒剤ボトルは、垂直位置から後方に傾くように配向される、請求項６に
記載の容器。
【請求項８】
　前記基部は、前記寒剤ボトルのための塗布器チューブを受容するように構成される第２
の窪み部を含む、請求項３に記載の容器。
【請求項９】
　前記第２の窪み部は、略長方形の角柱形状を有する、請求項８に記載の容器。
【請求項１０】
　前記基部は、ドアを含み、該ドアが閉鎖位置にあると、該ドアは前記第２の窪み部を閉
鎖する、請求項９に記載の容器。
【請求項１１】
　前記カバーは、実質的に透明である、請求項３に記載の容器。
【請求項１２】
　前記基部は、前記第２の窪み部に隣接する第３の窪み部を含む、請求項９に記載の容器
。
【請求項１３】
　前記第３の窪み部は、略弓形状を有する、請求項１２に記載の容器。
【請求項１４】
　前記基部は、長楕円形スロットの形状を有する第４の窪み部を含む、請求項３に記載の
容器。
【請求項１５】
　寒剤ボトルと、該寒剤ボトルを保持する容器と、該容器に機械的に連結される弁作動組
立体とを備え、該弁作動組立体は、該寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成される、
凍結手術キット。
【請求項１６】
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　前記容器は、基部をさらに備え、前記弁作動組立体は、該基部の一体的な部品である、
請求項１５に記載の凍結手術キット。
【請求項１７】
　前記容器に連結される液体格納貯蔵部であって、該貯蔵部は、前記弁作動組立体に対し
て配置されることにより、前記寒剤ボトル上の前記弁が該弁作動組立体を使用して作動さ
せられる際に、該貯蔵部が該寒剤ボトルから寒剤を受領する、貯蔵部をさらに備える、請
求項１５に記載の凍結手術キット。
【請求項１８】
　前記貯蔵部は、前記基部の一体的な部品である、請求項１６に記載の凍結手術キット。
【請求項１９】
　前記基部に連結される透明なカバーをさらに備える、請求項１６に記載の凍結手術キッ
ト。
【請求項２０】
　前記基部は、裁頭円錐形状の窪み部と、実質的に透明なドアを有する長方形－角柱形状
の窪み部と、スロット形状の窪み部とを含む、請求項１６に記載の凍結手術キット。
【請求項２１】
　前記寒剤ボトルは、前記裁頭円錐形状の窪み部に位置する、請求項２０に記載の凍結手
術キット。
【請求項２２】
　前記長方形形状の窪み部に位置する複数の塗布器先端と、前記スロット形状の窪み部に
位置する情報冊子とをさらに備える、請求項２０に記載の凍結手術キット。
【請求項２３】
　凍結手術キットのための容器であって、
　複数のキット構成要素を保持するように構成される基部手段と、寒剤ボトルを作動させ
る作動器手段であって、該容器の一体型構成要素として形成される、作動器手段と、該寒
剤ボトルが該作動器手段によって作動させられる際に、該寒剤ボトルから冷媒を受領する
貯蔵部手段とを備える、容器。
【請求項２４】
　前記基部手段とともに閉鎖体積を形成する透明なカバー手段をさらに備え、該閉鎖体積
は、前記複数のキット構成要素を収容する、請求項２３に記載の容器。
【請求項２５】
　寒剤ボトルを含む凍結手術装置のための容器であって、
　該寒剤ボトルを保持することに対して十分大きい内部空間を含む容器本体と、
　該容器本体に機械的に連結される弁作動組立体であって、該寒剤ボトル上の弁を作動さ
せるように構成される、弁作動組立体と、
　該弁作動組立体に対して配置される貯蔵部であって、それにより、該寒剤ボトル上の該
弁が該弁作動組立体を使用して作動させられる際に、該貯蔵部が該寒剤ボトルから冷媒を
受領する、貯蔵部と、
　基部であって、該弁作動組立体および該貯蔵部が該基部の一体的な部品である、基部と
、
　該基部とともに閉鎖体積を形成するように構成されるカバーであって、該閉鎖体積は、
該寒剤ボトルを収容することに対して十分大きい寸法を有する、カバーと
　を備えており、
　該貯蔵部は、該弁作動組立体の下に位置し、該基部は、該寒剤ボトルがその中に載置さ
れ得る第１の窪み部を含み、該第１の窪み部は、略裁頭円錐状であり、該第１の窪み部は
、略円形底部を有し、該寒剤ボトルが該第１の窪み部に載置されると、該寒剤ボトルが垂
直位置から後方に傾くように配向され、該基部は、塗布器チューブがその中に格納され得
る第２の窪み部を含み、該第２の窪みは、略長方形－角柱の形状を有し、該基部は、ドア
であって、該ドアが閉鎖位置にあると、該第２の窪み部を閉鎖する、ドアを含み、該カバ
ーは、実質的に透明であり、該基部は、該第２の窪み部に隣接する第３の窪み部を含み、
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該第３の窪み部は、略弓形状を有し、該基部は、長楕円形スロットの形状を有する第４の
窪み部を含む、容器。
【請求項２６】
　凍結手術キットであって、
　寒剤ボトルと、該寒剤ボトルを保持する容器と、該容器に機械的に連結される弁作動組
立体であって、該寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成される、弁作動組立体と、該
容器に連結される液体格納貯蔵部であって、該貯蔵部が前記弁作動組立体に対して配置さ
れることにより、該寒剤ボトル上の該弁が該弁作動組立体を使用して作動させられる際に
、該貯蔵部が該寒剤ボトルから冷媒を受領する、貯蔵部と、基部に連結される透明なカバ
ーと、複数の塗布器先端と、情報冊子とを備え、該容器は、基部をさらに備え、該弁作動
組立体は、該基部の一体的な部品であり、該貯蔵部は、該基部の一体的な部品であり、該
基部は、裁頭円錐形状の窪み部と、実質的に透明なドアを有する長方形－角柱形状の窪み
部と、スロット形状の窪み部とを含み、該寒剤ボトルは、該裁頭円錐形状の窪み部に位置
し、該複数の塗布器先端は、該長方形－形状の窪み部に位置し、該情報冊子は、該スロッ
ト形状の窪み部に位置する、キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の分野）
　本発明の一部の例示的実施形態は、凍結手術装置および凍結手術キットを格納するよう
に構成される容器を含む。
【０００２】
　（関連出願）
　本願は、概して、米国特許出願第１１／２２２，３５３号（名称「Ｃｒｙｏｓｕｒｇｅ
ｒｙ　Ｄｅｖｉｃｅ」、２００５年９月８日出願）に関連している。
【背景技術】
【０００３】
　（背景）
　凍結手術装置は、イボ等の皮膚病変を摘出するために使用される。これらの装置は、従
来では、皮膚病変の組織を組織の破壊に必要な温度に冷却するための媒体として液体窒素
を利用していた。しかしながら、液体窒素は、－１９６℃の沸点を有することから、安全
に取り扱いおよび対処することが困難であるため、例えば、－２０℃から－５０℃までの
より高い沸点を有する加圧液体冷媒を用いる加圧液体凍結手術装置が、近年、開発されて
おり、現在、店頭取引の消費者使用に対して利用可能である。
【０００４】
　より最近のこのような凍結手術装置は、典型的には、エアゾール容器を用い、その容器
の液体冷媒は、導管を通って多孔性の先端に誘導される。次いで、先端が、所定の時間の
間、皮膚病変に適用される。しかしながら、冷媒をエアゾール容器から先端に移行する方
式は、このような移行中の冷媒の損失を十分に制限せず、冷媒の偶発的な放出を十分に防
止しない場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　例えば、本発明は、寒剤ボトルを含む凍結手術装置のための容器であって、該寒剤ボト
ルを保持するように構成される内部空間を含む容器本体と、該容器本体に機械的に連結さ
れる弁作動組立体であって、該寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成される、弁作動
組立体と、該弁作動組立体に対して配置される貯蔵部であって、それにより、該寒剤ボト
ル上の該弁が該弁作動組立体を使用して作動させられる際に、該貯蔵部は該寒剤ボトルか
ら冷媒を受領する、貯蔵部とを備える、容器を提供する。
【図面の簡単な説明】
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【０００６】
【図１】図１は、本発明の例示的実施形態に従う、凍結手術装置のための例示的容器の分
解図である。
【図２】図２は、本発明のある例示的実施形態に従う、図１に示す例示的容器の例示的基
部の斜視図である。
【図３】図３は、本発明のある例示的実施形態に従う、図２の例示的基部の上面図である
。
【図４】図４は、本発明のある例示的実施形態に従う、図２の例示的基部の底面図である
。
【図５】図５は、矢印の方向に示される図３の例示的基部の断面Ｂ－Ｂの図である。
【図６】図６は、本発明のある例示的実施形態に従う、図１の容器の例示的カバーの斜視
図である。
【図７】図７は、本発明のある例示的実施形態に従う、図２の基部における窪み部のため
の例示的ドアの斜視図である。
【図８】図８は、本発明のある例示的実施形態に従う例示的寒剤ボトルの斜視図である。
【図９】図９は、本発明のある例示的実施形態に従う、図８の寒剤ボトルの上部に位置す
る例示的ハブの拡大斜視図である。
【図１０】図１０は、本発明のある例示的実施形態に従う、図１の容器の例示的弁作動組
立体の拡大斜視図である。
【図１１】図１１は、本発明のある例示的実施形態に従う、図１の容器に格納され得る例
示的塗布器先端の斜視図である。
【図１２】図１２は、本発明のある例示的実施形態に従う、図８の寒剤ボトルに取り付け
られる図１１の例示的塗布器先端の斜視図である。
【図１３】図１３は、本発明に従う塗布器先端の代替実施形態の正面図である。
【図１４】図１４は、本発明のある例示的実施形態に従う、例示的凍結手術キットの斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本出願の発明者は、凍結手術装置に属する部品を効率的に格納し、また、装置の安全か
つ効率的な使用も提供する凍結手術装置容器の必要性があることを認識した。
【０００８】
　本発明の一例示的実施形態は、寒剤ボトルおよび塗布器先端等の凍結手術装置の部品の
全部ならびに操作説明書を格納するための区画を有する基部を含む凍結手術装置容器であ
る。さらに、寒剤ボトル弁作動器および貯蔵部は、基部に一体化される。また、容器は、
塗布器先端のための透明ドアと、基部に嵌合する透明カバーとを含む。容器は、いくつか
の利点を有する。まず、安定した基部に一体化される寒剤ボトル弁作動器および貯蔵部に
よって、ボトルが、単純な方式で、つまり必要に応じて片手で作動可能になり、寒剤ボト
ルからの冷媒が、使用中に漏出または流出せずに安全かつ便利に格納可能になる。加えて
、透明な蓋によって、装置の部品の全てが、適所に保持可能になり、基部にある蓋によっ
て全ての装置の部分を見ることが可能になる。さらに、寒剤ボトルの区画は、寒剤ボトル
が若干後方に傾き、ボトル上のいかなるロゴまたは他の情報も店頭の消費者に、より可視
的であるように基部において配向される。
【０００９】
　本発明の別の例示的実施形態は、上述の容器、例えば、基部および透明カバーと、凍結
手術装置に属するか、または関連する上述の物、例えば、寒剤ボトル、一体型弁作動器／
貯蔵部、塗布器先端、および操作説明書とを含み得る凍結手術キットである。
【００１０】
　本発明の別の例示的実施形態は、寒剤ボトルを含む凍結手術装置のための容器である。
例示的容器は、寒剤ボトルを保持するのに十分大きい内部空間を含む容器本体と、容器本
体に機械的に連結される弁作動組立体であって、寒剤ボトル上の弁を作動させるように構
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成される、弁作動組立体と、寒剤ボトル上の弁が弁作動組立体を使用して作動させられる
際に、貯蔵部が寒剤ボトルから冷媒を受領するように、弁作動組立体に対して配置される
貯蔵部とを有する。
【００１１】
　いくつかの他の例示的実施形態は、寒剤ボトルと、寒剤ボトルを保持する容器と、容器
に機械的に連結される弁作動組立体であって、寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成
される、弁作動組立体と有する凍結手術キットを含む。
【００１２】
　本発明の別の例示的実施形態では、寒剤ボトルを含む凍結手術装置のための容器は、寒
剤ボトルを保持するのに十分大きい内部空間を含む容器本体と、容器本体に機械的に連結
される弁作動組立体であって、寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成される、弁作動
組立体と、寒剤ボトル上の弁が弁作動組立体を使用して作動させられる際に、貯蔵部が寒
剤ボトルから冷媒を受領するように、弁作動組立体に対して配置される貯蔵部と、基部で
あって、弁作動組立体および貯蔵部が基部の一体的部品である基部と、基部と閉鎖体積を
形成するように構成されるカバーであって、閉鎖体積は、寒剤ボトルを含有することに対
して十分に大きい寸法を有するカバーとを含み、貯蔵部は、弁作動組立体の下に位置し、
基部は、寒剤ボトルがその中に載置され得る第１の窪み部を含み、第１の窪み部は、略裁
頭円錐状であり、第１の窪み部は、略円形の底部を有し、寒剤ボトルが第１の窪み部に載
置されると、寒剤ボトルが垂直位置から後方に傾くように配向され、基部は、塗布器先端
がその中に格納され得る第２の窪み部を含み、第２の窪みは、略長方形の角柱形状を有し
、基部は、ドアが閉鎖位置にある場合に、第２の窪み部を閉鎖するドアを含み、カバーは
、実質的に透明であり、基部は、第２の窪み部に隣接する第３の窪み部を含み、第３の窪
み部は、略弓形状を有し、基部は、長楕円形スロットの形状を有する第４の窪み部を含む
。
【００１３】
　追加の例示的実施形態は、寒剤ボトルと、寒剤ボトルを保持する容器と、容器に機械的
に連結される弁作動組立体であって、寒剤ボトル上の弁を作動させるように構成される、
弁作動組立体と、液体格納貯蔵部であって、寒剤ボトル上の弁が弁作動組立体を使用して
作動させられる際に、貯蔵部が寒剤ボトルから冷媒を受領するように、弁作動組立体に対
して配置される貯蔵部と、基部に連結される透明カバーと、複数の塗布器先端と、情報冊
子とを有する凍結手術キットを含み、容器は、基部をさらに備え、弁作動組立体は、基部
の一体的な部品であり、貯蔵部は、基部の一体的な部品であり、基部は、裁頭円錐形状の
窪み部と、実質的に透明なドアを有する長方形の角柱形状の窪み部と、スロット形状の窪
み部とを含み、寒剤ボトルは、裁頭円錐形状の窪み部に位置し、複数の塗布器先端は、長
方形形状の窪み部に位置し、情報冊子は、スロット形状の窪み部に位置する。
【００１４】
　本発明の他の特徴および側面は、いくつかの例示的実施形態に関する以下の詳細な説明
、添付の請求項、および添付の図面より十分明らかになるであろう。
【００１５】
　図１は、本発明のある例示的実施形態に従う凍結手術装置のための例示的容器の斜視図
である。容器１００は、寒剤ボトル２００（図８参照）を格納するための容器本体１１０
を含み得る。また、容器１００は、容器本体１１０に機械的に連結される弁作動組立体１
２０も含み得る。弁作動組立体を容器本体１１０に機械的に連結する好適な方法は、一体
成形であるが、接着、摩擦嵌め、ネジ等も用いてもよい。弁作動組立体１２０は、寒剤ボ
トル２００の弁２３０（図９参照）を作動させ、寒剤ボトル２００に含有される冷媒の少
なくとも一部を放出可能にするように構成され得る。弁作動組立体１２０は、寒剤ボトル
２００に嵌合し、かつボトル２００の特定の角度位置において弁２３０を作動させること
だけが可能であるように設計され得ることから、冷媒の偶発的な放出の機会が軽減される
。図９および図１０に関連して説明する例示的実施形態では、このことは、寒剤ボトル２
００上に設けられるスロット２４０と嵌合する弁作動組立体１２０上の円弧状キー１２４



(7) JP 2011-505986 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

を設けることによって達成される。しかしながら、弁２３０の作動を制限する他の方式が
可能である。図１にさらに関連して、容器１００は、寒剤ボトル２００の弁２３０が弁作
動組立体１２０を介して作動させられた後に、寒剤ボトル２００から吐出された少なくと
も一部の液体冷媒を保持するように構成される貯蔵部１３０をさらに含み得る。また、容
器１００は、基部１４０およびカバー１５０をも含み得る。
【００１６】
　図２は、図１に従う容器１００の基部１４０に関する一つの実施形態の斜視図である。
最初に、この図面および全ての後続の図面において、同一部品に同一の参照数字が割り当
てられることに注目されたい。本実施形態では、弁作動組立体１２０および／または貯蔵
部１３０は、基部１４０に一体的に形成され得る。基部１４０は、凍結手術装置に属する
か、または関連する物を格納するための複数の窪み部を含み得る。具体的には、基部１４
０は、寒剤ボトル２００を格納するための第１の窪み部１６０を含有し得る。第１の窪み
部１６０は、略裁頭円錐台形状を有し得る。加えて、第１の窪み部１６０は、略円形の底
部１７０（図３参照）を有してもよく、寒剤ボトル２００が第１の窪み部１６０に載置さ
れると、寒剤ボトル２００が垂直位置から後方に傾くような態様で配向され得る。さらに
図２に関連して、基部１４０は、第２の窪み部１８０を含んでもよく、第２の窪み部１８
０は、略長方形－角柱の形状を有してもよく、凍結手術装置のための塗布器先端３００（
図１１参照）を格納するように構成されてもよい。また、基部１４０は、弓形状であり、
かつ第２の窪み部１８０に隣接し得る第３の窪み部１８２も含み得る。さらに、基部１４
０は、第４の窪み部１９０を含んでもよく、第４の窪み部１９０は、長楕円形スロットの
形状を有してもよく、例えば、凍結手術装置に関する情報冊子を格納してもよい。また、
基部１４０は、その上に、カバー１５０が載り得る肩部１４２と、カバーの適所への保持
を支援し得るリブ１４４とを含み得る。典型的には、基部１４０は、ポリエチレン、ポリ
プロピレン、または他のポリオレフィンおよびポリオレフィンコポリマー、ナイロン、ポ
リエステル、ポリアセタール、ならびにポリウレタン等の、１つ以上の熱可塑性プラスチ
ック材料からの射出成形であってもよい。しかしながら、基部１４０は、スチレン系樹脂
ポリマーおよびコポリマー、ポリ塩化ビニル、ポリエチレンテレフタル酸エステル、ポリ
メチルメタクリル樹脂、ならびにポリカーボネート等の他の適切な材料から作製されても
よい。
【００１７】
　図３は、本発明のある例示的実施形態に従う、図２の基部１４０の上面図である。本図
面から、この窪み部１６０が円柱状寒剤ボトル２００を受容するために、裁頭円錐状窪み
部１６０の底部１７０が略円形であることが判別可能である。加えて、本図面から、貯蔵
部１３０が略円柱形状であることも判別され得る。さらに図３に関連して、弁作動組立体
１２０は、その上に円弧状キー１２４が位置する突起部１２２を含む。これらのキー１２
４は、冷媒を貯蔵部１３０に放出するように、寒剤ボトル２００における弁２３０と協働
し得る。図４は、基部１４０の対応する底面図を示す。
【００１８】
　図５は、線分Ｂ－Ｂに沿った図３の例示的基部の断面図である。本図面から明らかであ
るように、裁頭円錐状窪み部１６０の側壁１６２は、垂直方向に対してある角度で配向さ
れ、裁頭円錐状窪み部１６０の底面１７０は、水平方向に対してある角度で、かつ側壁１
６２に対して略垂直に配向され、その結果、窪み部１６０に支持される円柱状寒剤ボトル
２００が、垂直方向に対してある角度で後方に傾くようになる。寒剤ボトル２００のこの
配向によって、容器１００が店頭の棚に存在する場合に、消費者が、寒剤ボトル２００の
銘柄ラベルをより容易に識別することが可能になる。
【００１９】
　図６は、図１の容器の例示的カバー１５０の斜視図である。本例示的実施形態では、カ
バー１５０は、略パン塊のような形状を有し、すなわち、２つの略平行な線分を含む断面
を有し、これらの線分は、一方の側において両方に略垂直な一本の線分によって接合され
、かつ他方の側において円弧によって接合される。しかしながら、カバー１５０は、円筒
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状、錐体、ピラミッド状、長方形－角柱等の任意の適切な形状を有してもよい。カバー１
５０は、実質的に透明であってもよく、基部１４０について上述した材料または他の材料
等の材料から作製されてもよい。カバー１５０は、基部１４０の上まで摺動し、肩部１４
２上に載ることになり得る。本実施形態では、肩部１４２上にカバー１５０を効果的に保
持するために、カバーは、基部１４０上に位置するリブ１４４上を摺動し、かつそれと嵌
合するリブ１５２を含み得る。加えて、リブ１５２およびリブ１４４は、連続的または断
続的であってもよい。しかしながら、カバー１５０は、ヒンジ、ラッチ、摩擦嵌め等を介
する等の他の手段によって基部１４０に接合されてもよい。カバー１５０は、そこから隆
起部１５６が突出する窪み部１５４か、または任意の他の特徴的なマークまたは設計を含
んでもよい。
【００２０】
　図７は、図２の基部における第２の窪み部１８０のための例示的なドア１８４の斜視図
である。ドア１８４は、第２の窪み部１８０を閉鎖するように構成されてもよく、これに
よって、第２の窪み部１８０に格納される任意の物が基部１４０の他の部分から分離可能
になる。ドア１８４は、透明であってもよく、略長方形であってもよい。ドア１８４を基
部１４０に取り付け、かつ基部１４０に対してドア１８４を枢動可能にするために、ドア
１８４は、円柱状突起部１８５を含み、これは、基部１４０上の凹部１８６に圧入され、
かつこれらの凹部１８６と協働してヒンジを形成してもよい。ドア１８４は、円弧状リッ
プ部１８８をさらに含み得る。ドア１８４が閉鎖位置にある場合、円弧状リップ部１８８
は、窪み部１８２上に位置し、リップ部１８８と窪み部１８２の基部との間に間隙が存在
する。ドア１８４を開放するためには、単に、自身の指をこの間隙の中に滑り込ませて、
ドア１８４を開放位置へと回転させるだけである。加えて、ドアは、ドア１８４の閉鎖時
に基部１４０上の適切に着座する位置にドア１８４を案内するように構成される側面リブ
および／または前部リブ（図示せず）を有してもよい。さらに、リップ部１８８またはド
ア１８４の任意の他の部品は、基部１４０上に位置する対応する要素（図示せず）と嵌合
するロックタブ（図示せず）を含んでもよい。
【００２１】
　図８は、不使用時において、容器１００の裁頭円錐状窪み部１６０に格納される例示的
寒剤ボトル２００の斜視図である。寒剤ボトル２００は、液体および／または気体の冷媒
が格納される円柱状部分２１０と、当業者に既知の方式で円柱状部分に取り付けられ得る
ハブ２２０とを含み得る。
【００２２】
　図９は、図８の例示的ハブ２２０の拡大斜視図である。ハブ２２０は、エアロゾル弁２
３０と、エアロゾル弁２３０を作動させるために弁作動組立体１２０の円弧状キー１２４
が嵌合し得るスロット２４０とを含み得る。エアロゾル弁２３０自体は、ハブ２２０の内
部のスロット２４０の真下に位置する環状作動肩部（図示せず）を含む。ハブ２２０は、
整列リブ２５０をさらに含んでもよく、この機能については図１０に関連して説明する。
加えて、ハブ２２０は、塗布器先端３００（図１１および図１３）と嵌合し得るネジ山２
６０を含んでもよい。
【００２３】
　図１０は、図１に図示する容器１００の例示的な弁作動組立体１２０の拡大斜視図であ
る。図３に関連して述べたように、弁作動組立体１２０は、突起部１２２を含み、その上
に、円弧状キー１２４が位置する。加えて、弁作動組立体１２０は、整列凹部１２６を含
んでもよく、ハブ２２０のスロット２４０を円弧状キー１２４と整列させるために、ハブ
２２０の整列リブ２５０が整列凹部１２６に嵌合し得る。さらに、図１～図４および図８
～図１０から明白であるように、基部１４０の幅および深さの両方は、弁作動組立体１２
０の直径および寒剤ボトル２００の直径よりも実質的に大きい。
【００２４】
　図１１は、例示的な塗布器先端３００の斜視図であり、その複数が、凍結手術装置の不
使用時には、図１の容器１００の窪み部１８０に格納されてもよい。塗布器先端３００は
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、中空であり、突起部３１０を有してもよく、突起部３１０は、ハブ２２０のネジ山２６
０と嵌合し、かつ塗布器先端３００をハブ２２０にねじ込み可能にする。図１２は、塗布
器先端３００がハブ２２０にねじ込まれる寒剤ボトル２００の斜視図を示す。塗布器先端
３００がハブ２２０上にねじ込まれると、塗布器先端３００の下部区画３２０は、エアロ
ゾル弁２３０と嵌合し、それによって、エアロゾル弁２３０の作動時に、冷媒が塗布器先
端３００の遠位端まで流動する経路が形成される。また、塗布器先端３００は、中心区画
３３０および上部区画３４０も含み得る。多孔性円柱状先端３５０は、上部区画３４０に
装着され得る。装着された状態において、円柱状先端３５０は、円周方向に離間する垂直
突起部３６０に直接的に接して立っている。これらの突起部３６０は、円周方向溝３７０
を形成し、そこから冷媒がエアロゾル弁２３０の作動時に流動し得る。
【００２５】
　図１３は、本発明に従う塗布器先端の代替実施形態の正面図である。塗布器先端３００
と同様に、図１３に示す代替塗布器先端５００は、中空であり、突起部５１０を有しても
よく、突起部５１０は、ハブ２２０のネジ山２６０と嵌合し、かつ塗布器先端５００をハ
ブ２２０にねじ込み可能にする。塗布器先端５００がハブ２２０上にねじ込まれると、塗
布器先端５００の下部区画５２０は、エアロゾル弁２３０と嵌合し、それによって、エア
ロゾル弁２３０の作動時に、冷媒が塗布器先端５００の遠位端に流動する経路が形成され
る。また、塗布器先端５００は、中心区画５３０および上部区画５４０も含み得る。多孔
性の部分的に円柱状の先端５５０は、上部区画５４０に装着され得る。塗布器先端３００
の円柱状先端３５０とは対照的に、塗布器先端の部分的に円柱状の先端５５０は、先端５
５０の軸方向に対してある角度αで配向される面５５２を含む。角度αは、好ましくは３
３°以下である。
【００２６】
　図１４は、本発明のある例示的実施形態に従う、例示的な凍結手術キットの斜視図であ
る。凍結手術キットは、容器１００を含んでもよく、容器１００自体は、基部１４０およ
びカバー１５０を含んでもよい。また、凍結手術キットは、寒剤ボトル１６０、複数の塗
布器先端３００、弁作動組立体１２０、貯蔵部１３０、ドア１８４、および情報冊子４０
０も含んでもよい。寒剤ボトル２００は、寒剤ボトル２００が垂直位置から後方に傾くよ
うに窪み部１６０に位置する。塗布器先端３００は、第２の窪み部１８０に格納され得る
。ドア１８４は、塗布器先端３００が不注意によって第２の窪み部１８０から出ないよう
に維持することを支援し、過剰な汚れ、ほこり、湿気、または他の異物が塗布器先端３０
０に付着することを防止し得る。また、１つの塗布器先端３００は、適切な組立体である
ことを証明するために、寒剤ボトル２００のハブ２２０に事前に取り付けられてもよい。
情報冊子４００は、第４の窪み部１９０に格納され得る。加えて、銘柄名、写真、図、ま
たは他の製品情報を含み、処置指示および勧告を含むカード（図示せず）を第４の窪み部
１９０に挿入または装着してもよい。
【００２７】
　容器１００に格納される凍結手術装置を使用して、例えば、イボ、皮垂、および他の皮
膚病変を処置してもよい。本装置の動作時に、寒剤ボトル２００を、基部１４０の裁頭円
錐状窪み部１６０から取り外し、直立して載置する。次いで、塗布器先端３００を、基部
１４０における第２の窪み部１８０から取り出し、寒剤ボトル２００のハブ２２０にネジ
山２６０を介してねじ込む。次いで、寒剤ボトル／塗布器先端組立体を逆さまにして、弁
作動組立体１２０と嵌合させる。このようにして、寒剤ボトル２００は、ハブ２２０の整
列リブ２５０が弁作動組立体１２０の整列凹部１２６に整列し、かつそれに嵌合するまで
回転する。弁作動組立体１２０の円弧状キー１２４およびハブ２２０のスロット２４０は
、円弧状キー１２４がスロット２４０に嵌合し、同時に整列リブ２５０が整列凹部１２６
に嵌合するように、整列凹部１２６および整列リブ２５０のそれぞれに対して配置される
。次いで、ある時間、例えば、約２秒から３秒の間、下向きの力を寒剤ボトル２００に手
動で作用させる。図１０に関連して述べたように、基部１４０の幅および深さは、弁作動
組立体の直径および寒剤ボトル２００の直径よりも実質的に大きく、これによって、弁作
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動組立体１２０に下向きの力が作用せられる際に、基部１４０は、依然として安定したま
まであり、傾かないことが可能である。力の作用中、円弧状キー１２４は、スロット２４
０の真下に位置する弁２３０の環状肩部上に押し下げられ、弁２３０を作動させる。この
結果、弁２３０は、開放され、寒剤ボトル２００の冷媒は、塗布器先端３００に入り、塗
布器先端３００の下部区画３２０および中心区画３３０を移動する。冷媒が塗布器先端３
００の上部区画３４０に到達すると、冷媒は溝３７０を通って多孔性円柱状先端３５０上
と、貯蔵部１３０内とに流れる。冷媒が円柱状先端３５０上に流れる際に、先端３５０は
、－２０℃以下の温度に冷却される。次に、力を寒剤ボトル２００から除去し、それによ
ってエアロゾル弁２３０が閉鎖し、冷媒流が停止する。次に、寒剤ボトル／塗布器先端組
立体を、弁作動組立体１２０から除去し、塗布器先端３００をイボ、皮垂、または他の皮
膚病変に、適切な時間の間、適用する。
【００２８】
　格納用の窪み部と動作用の弁作動組立体１２０とを備える基部１４０を有する上述の容
器１００は、いくつかの利点を有する。まず、凍結手術装置の部品が、一ヶ所に格納され
る。加えて、弁作動組立体１２０および貯蔵部１３０は、安定した基部１４０に連結およ
び／または一体化され、基部１４０は、エアロゾル弁２３０の作動中に寒剤ボトル２００
に垂直でない力成分が導入される場合であっても、依然として固定されたままである。さ
らに、貯蔵部１３０は、寒剤ボトル２００から吐出された冷媒を、塗布器先端３００の多
孔性円柱状先端３５０付近で保持し、効率的に利用し、不注意に流出しないことを確実に
する。
【００２９】
　凍結手術装置の代替実施形態では、塗布器先端３００を寒剤ボトル２００のハブ２２０
にねじ込む必要はない。代わりに、寒剤ボトル２００からの冷媒は、単に、貯蔵部に直接
注入されてもよく、その後、貯蔵部１３０内の結果として生じた冷媒の貯留に綿棒を浸漬
してもよい。一定の実施形態では、綿棒は、上述のように冷媒により冷却されていない塗
布器先端３００であってもよいが、寒剤ボトル２００から切断された貯蔵部に手動で挿入
される。所定の時間後、綿棒は、貯蔵部から取り外され、イボ、皮垂、または他の皮膚病
変に塗布される。
【００３０】
　前述の説明は、本発明の例示的実施形態のみを開示する。本発明の範囲内にある上記に
開示する機器の変形は、当業者に容易に明らかになる。したがって、本発明は、その例示
的実施形態に関連して開示されたが、他の実施形態が以下の請求項に規定されるような本
発明の精神および範囲内にあり得ることを理解されたい。
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